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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
共
済
事

業
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の

問
題
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
農
業
政
策
の
大
幅
な

見
直
し
、
さ
ら
に
は
米
価
下
落
な
ど
、
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
に
お
い
て
も
、
共
済
資
源
が
減

少
す
る
中
で
、
一
層
合
理
的
で
効
率
的
な
運
営
が
必

要
で
あ
り
、
財
務
基
盤
の
強
化
や
農
家
の
負
担
軽
減
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
、
本
県
の
農
業
共
済
団
体
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
一
組
合
化
を
前
提
に
、
県
内
の
８
農
業
共
済
組
合

で
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
組
合

の
臨
時
総
代
会
で
合
併
が
承
認
さ
れ
た
後
は
、
新
組

合
設
立
委
員
会
を
開
催
し
準
備
を
進
め
、
５
月
19
日

に
宮
城
県
知
事
か
ら
合
併
認
可
書
の
交
付
を
受
け
、

平
成
27
年
６
月
１
日
に
宮
城
県
農
業
共
済
組
合
が
発

足
し
ま
し
た
。

　
新
組
合
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
を
発
揮
し
、
真

に
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
事
業
展
開
、

組
合
運
営
に
あ
た
り
、
宮
城
県
農
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
組
織
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

農
家
の
負
託
に
全
力
で
応
え
ら
れ
る
組
織
と
な
る
よ

う
邁ま

い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　農業に携わり45年目になります。新しく誕生した宮城
県農業共済組合には、もっと農家の元に来て実情を把
握してもらい、農家の立場や目線に立った政策、分かり
やすい説明をお願いしたいです。
　合併がサービスの低下につながらないよう、農家の声
をたくさん聞いてほしいですね。

　農業に関する情報発信をこれまで以上に期待します。
取り組み内容やそのポイント、課題や今後の展開として考
えていることなど、いろんな情報を教えてもらいたいです。
　２点目は、農業機械のリース事業。消毒や防除といっ
た作業は、時間との勝負となります。事故発生から修
理を終えるまでの間、代わりの機械を手配してくれるサー
ビスなどがあれば、ぜひ利用したいです。

　
こ
の
度
、
県
域
一
組
合
と
し
て
の
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
は
、
農
業
経
営
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
長
い
歴
史
と
災

害
補
償
に
対
す
る
確
か
な
実
績
を
有
し
、

農
家
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
味

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
県
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
支
え
に
よ

り
多
く
の
農
家
の
方
々
が
生
活
再
建
を
果

た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に

大
型
台
風
や
集
中
豪
雨
等
自
然
災
害
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
る
頻
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
担
う
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
明
日
の
農
業
を
見
据
え

て
県
内
８
農
業
共
済
組
合
が“
こ
こ
ろ
を
ひ

と
つ
”に
し
て
、
一
組
合
化
を
図
り
、
足
腰

の
強
い
組
織
づ
く
り
と
災
害
補
償
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、
我
が
県
農

業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
生
産
基
盤
の
早
期
復
旧

や
風
評
被
害
対
策
に
併
せ
、
大
規
模
な
経
営

体
の
育
成
や
付
加
価
値
の
高
い
産
品
の
生
産

な
ど
に
よ
る
「
収
益
性
の
高
い
先
進
的
な
農

業
」
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
８
つ
の
組
合
と
宮
城
県
農
業
共
済

組
合
連
合
会
が
培
わ
れ
た
知
識
と
経
験
を
紡

ぎ
あ
げ
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
農
家
の
皆

さ
ま
か
ら
の
負
託
に
し
っ
か
り
と
応
え
、
将

来
に
亘わ

た
っ
て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
ご
祈

念
申
し
上
げ
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

     

役
員
紹
介

組
合
長
理
事	

三　
浦 　
恒　
一

副
組
合
長
理
事	

髙　
橋 　
　
　
寛

筆
頭
理
事	

遠　
藤 　
忠　
良

理　
　
　
　
事	

髙　
橋 　
東　
五

	

上　
野 　
晴　
道

	

渡　
部 　
　
　
茂

	

津　
嶋 　
敏　
光

	

加　
藤 　
　
　
治

	

山　
内 　
敏　
裕

	

佐　
藤 　
　
　
敬

	

横　
澤 　
健　
二

	

尾　
崎 　
昭　
一

	

大　
場 　
照　
彦

	

保　
科 　
清　
八

	

八　
巻 　
勇　
藏

	

津　
田 　
幸　
榮

	

菅　
原 　
芳　
夫

	

佐
々
木 　
　
　
晃

	

佐　
藤 　
喜　
一

	

品　
川 　
忠　
夫

	

齋　
藤 　
俊　
一

	

庄　
子 　
嘉　
和

	

千　
葉 　
秀　
郎

代
表
監
事	

須　
江 　
敏　
信

監　
　
　
　
事	

佐
々
木 　
時　
夫

	

門　
間 　
　
　
等

  

祝 

辞

県南支所
角田市
只野　　茂さん（63）

宮城中央支所
利府町
引地　俊彦さん（63）

◇水稲１８㌶、麦３㌶、
　大豆３㌶作付

◇ナシ 70㌃栽培

「ＮＯＳＡＩに期待すること」
組合員の 声

　平成27年６月１日、県内の８農業共済組合が合併して「宮城県農業共済組合
（ＮＯＳＡＩ宮城）」が発足しました。
　組合員の皆さまが安心して農業に取り組まれるよう、宮城県農業の発展に
貢献できる組織を目指してまいります。

農家の負託に
　　全力で応えます

宮城県農業共済組合スタート

宮城県農業共済組合
　　　組合長理事
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名取市

石巻市

涌谷町美里町

加美町

色麻町

大衡村

大和町

泉区
青葉区

太白区

若林区

富谷町
松島町

利府町

大郷町 東松島市

塩釡市

大崎市古川

気仙沼市

白石市
七ヶ宿町

蔵王町

大河原町

柴田町

村田町

川崎町

角田市

丸森町

多賀城市

岩沼市

亘理町

山元町

大崎市松山大崎市三本木

大崎市鹿島台

大崎市岩出山

大崎市鳴子

大崎市田尻

登米市

南三陸町

栗原市

女川町

仙台市
宮城野区

七ヶ浜町

 中央家畜診療センター
〒989-6251
大崎市古川小野字嵐山26-1
TEL : 0229-28-2581
FAX : 0229-28-3070

 家畜診療研修所
〒981-3602
大衡村大衡字平林39-4
TEL : 022-345-2241
FAX : 022-345-0891

六の国支所
〒981-4265
加美町字矢越226
TEL : 0229-64-1380
FAX : 0229-64-1384

大崎支所
〒989-6166
大崎市古川東町5-37
TEL : 0229-22-2141
FAX : 0229-22-2147

 県南家畜診療センター
〒989-0731
白石市福岡深谷字桜丘前１０
TEL : 0224-25-4565
FAX : 0224-25-2653

県南支所
〒981-1505
角田市角田字町田１１３
TEL : 0224-63-2012
FAX : 0224-63-3329

亘理名取支所
〒989-2301
亘理町逢隈中泉字一里原28-8
TEL : 0223-34-5031
FAX : 0223-34-5032

 本　　所
〒980-0011
仙台市青葉区上杉1-8-10
TEL : 022-225-6701
FAX : 022-262-6406

宮城中央支所
〒983-0821
仙台市宮城野区岩切字昭和東112-3
TEL : 022-396-3070
FAX : 022-396-7666

石巻支所
〒986-1111
石巻市鹿又字曽波の神前172
TEL : 0225-75-2331
FAX : 0225-75-2653

迫支所
〒987-0512
登米市迫町森字平柳34-88
TEL : 0220-22-8411
FAX : 0220-22-6803

 県北家畜診療センター
〒987-0511
登米市迫町佐沼字中江1-3-1
TEL : 0220-22-2790
FAX : 0220-22-2791

栗原支所
〒987-2203
栗原市築館字下宮野中田100
TEL : 0228-23-7111
FAX : 0228-23-7115

組 合 員

総 代

損害評価会委員

損 害 評 価 員

共 済 部 長組合長

参 事

理 事

本 所

農

産

部

建
物
農
機
具
部

監 事

総

務

部

家

畜

部

監

査

室

石
巻
支
所

迫

支

所

栗
原
支
所

大
崎
支
所

六
の
国
支
所

亘
理
名
取
支
所

宮
城
中
央
支
所

県
南
支
所

支 所

家畜診療研修 所中央家畜診療センター 県北家畜診療センター県南家畜診療センター

家畜診療センター等

支
所
長	

河
村　
　
亨	

■
総
務
課

課　
長	

齋
藤　
　
透	（
東
根
）

		


平
間　
勝
彦	（
船
岡
）

		


菅
野　
一
彦	（
金
山
・
小
斎
）

		


小
野　
明
美	（
舘
矢
間
）

		


本
郷　
沙
織	（
宮
）

		


江
戸　
郁
美	（
大
河
原
）

		


北
畠　
　
舞	（
槻
木
）

		


手
塚　
歩
華	（
越
河
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

工
藤　
浩
市	（
村
田
）

		


岩
松　
　
晃	（
福
岡
）

		


大
槻　
和
博	（
白
石
・
大
平
）

		


佐
藤　
行
雄	（
筆
甫
）

		


加
藤　
　
盛	（
白
川
）

		


安
達　
　
明	（
北
郷
）

		


押
野　
秀
嗣	（
川
崎
）

		


小
田
嶋
裕
太	（
桜
）

		


佐
藤　
佳
奈	（
枝
野
）

		


小
中　
早
苗	（
大
張
・
耕
野
）

		


佐
藤　
雅
一	（
永
野
・
遠
刈
田
）

■
家
畜
課

課　
長	

神
崎　
文
弘	（
川
崎
）

		


佐
藤　
利
晴	（
角
田
）

		


石
川　
瑞
子	（
柴
小
）

		


佐
藤　
和
義	（
大
鷹
沢
）

		


永
倉　
喜
幸	（
小
原
・
七
ヶ
宿
）

		


遠
藤　
紀
之	（
円
田
）

		


加
藤　
　
凌	（
福
岡
・
藤
尾
）

		


金
子　
幸
男	

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

石
川　
　
哲	（
藤
尾
）

		


瀧
野　
健
悦	（
大
内
）

		


菊
地　
　
勉	（
斎
川
）

		


大
沼　
穣
資	（
川
崎
）

		


大
槻　
栄
蔵	（
西
根
）

		


村
上　
一
郎	（
村
田
）

		


星　
　
正
宏	（
丸
森
）

		


小
野　
祐
平	（
斎
川
・
桜
）

支
所
長	

大
内　
　
実	

■
総
務
課

課　
長	

千
坂　
浩
光	（
吉
岡
）

		


櫻
井　
裕
悦	（
六
郷
）

		


庄
子　
重
晴	（
七
郷
）

		


石
垣　
憲
一	（
七
北
田
）

		


堀
籠　
恵
美	（
七
ヶ
浜
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

高
橋　
宏
幸	（
大
谷
東
部
）

		


高
橋　
　
浩	（
粕
川
・
大
松
沢
）

		


沼
田　
　
博	（
宮
城
）

		


笹
谷　
大
介	（
高
砂
）

		


吉
田　
秀
悦	（
松
島
）

		


後
藤　
　
翼	（
長
町
）

		


早
坂　
俊
勇	（
根
白
石
）

		


佐
藤　
徳
史	（
鶴
巣
）

■
家
畜
課

課　
長	

庄
子　
佳
明	（
原
町
）

		


上
野　
広
貴	（
大
谷
）

		


加
藤　
英
司	（
岩
切
）

		


堀
籠　
昭
幸	（
七
ヶ
浜
）

《
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
支
え
る
皆
さ
ま
》

◉
組
合
員

　
農
業
共
済
組
合
を
構
成
す
る
農

業
者
の
方
々
で
す
。

◉
総
代

　
組
合
員
の
代
表
で
す
。
組
合
の

総
代
会
を
構
成
し
、
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
組
合
運
営
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
審
議
決
定
し
ま
す
。

◉
共
済
部
長

　
組
合
員
と
組
合
と
を
結
ぶ
重
要

な
役
割
を
担
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
担
当

地
区
の
共
済
加
入
の
推
進
や
取
り

ま
と
め
、
広
報
紙
の
配
付
な
ど
が

主
な
仕
事
で
す
。

◉
損
害
評
価
員

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
現

地
で
被
害
を
調
査
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
主
な
任
務
で
す
。

◉
損
害
評
価
会
委
員

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
現

地
で
被
害
を
調
査
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
、
組
合
長
か
ら
諮
問
さ
れ

た
損
害
高
を
検
討
し
て
答
申
す
る

こ
と
が
主
な
任
務
で
す
。

NOSAI宮城
事務所配置図

組織機構図

職
員
紹
介
（　

）
は
担
当
地
区

宮城県農業共済組合スタート

県
南
支
所

宮
城
中
央
支
所
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太
田　
恵
一	（
生
出
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

齋
藤　
　
浩	（
大
衡
）

		


浅
野　
宏
明	（
宮
床
・
吉
田
）

		


阿
部　
修
一	（
中
田
）

		


早
坂　
　
巧	（
落
合
）

		


櫻
井　
孝
雄	（
富
谷
）

		


山
下
浩
太
朗	（
秋
保
）

		


高
橋　
史
明	（
塩
釜
・
利
府
）

		


赤
井　
彩
華	（
多
賀
城
）

支
所
長	

吉
田　
幸
則	（
逢
隈
）

■
総
務
課

課　
長	

足
利　
栄
勝	（
千
貫
）

		


小
野
寺
三
浩	（
山
下
）

		


渡
邊　
浩
幸	（
閖
上
）

		


吉
田　
深
雪	（
玉
浦
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

菊
地　
雅
彦	（
吉
田
）

		


佐
藤　
勝
男	（
下
増
田
）

		


佐
藤　
　
浩	（
玉
浦
）

		


松
浦
喜
美
男	（
館
腰
）

		


菅
野　
幹
雄	（
吉
田
）

		


島
貫　
正
吏	（
荒
浜
）

		


森　
　
真
琴	（
亘
理
）

		


高
橋　
康
宏	（
増
田
）

		


阿
部
晋
之
介	（
愛
島
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

渋
谷　
志
郎	（
坂
元
）

		


板
橋　
裕
一	（
高
舘
）

		


門
間　
浩
泰	（
山
下
）

		


遠
藤　
　
良	（
岩
沼
）

		


伊
藤　
菜
緒	（
逢
隈
）

支
所
長	

澁
谷　
栄
一	（
小
野
田
）

■
総
務
課

課　
長	

長
江　
達
哉	（
岩
出
山
）

		


工
藤　
新
喜	（
岩
出
山
）

		


武
藤　
淳
子	（
色
麻
）

		


髙
橋　
康
彦	（
宮
崎
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

後
藤　
　
勇	（
宮
崎
）

		


本
田　
茂
樹	（
色
麻
）

		


但
馬　
　
克	（
色
麻
）

		


二
階
堂
健
一	（
岩
出
山
）

		


伊
藤
健
太
郎	（
鳴
子
）

		


沼
田　
由
美	（
小
野
田
）

■
家
畜
課

課　
長	

川
村　
博
幸	（
色
麻
）

		


高
橋
万
亀
男	（
中
新
田
）

		


髙
橋　
　
勉	（
鳴
子
）

		


遊
佐　
幸
広	（
鳴
子
）

		


鈴
木　
克
啓	（
小
野
田
）

		


大
泉　
貞
登	（
宮
崎
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

高
橋　
克
彦	（
小
野
田
）

		


檜
野
は
つ
ゑ	（
宮
崎
）

		


伊
藤　
進
一	（
中
新
田
）

		


曽
根　
　
基	（
岩
出
山
）

		


今
野　
昌
喜	（
中
新
田
）

		


遊
佐
た
み
子	（
鳴
子
）

支
所
長	

酒
井　
正
行	（
南
郷
）

■
総
務
課

課　
長	

三
澤　
栄
二	（
大
貫
）

		


千
葉　
良
博	（
古
川
・
荒
雄
・
敷
玉
）

		


大
友　
勝
昭	（
沼
部
）

		


相
澤　
敏
行	（
鹿
島
台
）

		


比
佐　
佳
史	（
沼
部
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

武
田　
郁
郎	（
三
本
木
）

		


朝
倉　
　
博	（
宮
沢
・
清
滝
）

		


佐
々
木
初
美	（
鹿
島
台
）

		


村
上　
裕
由	（
長
岡
・
富
永
）

		


目
黒　
　
浩	（
古
川
・
荒
雄
・
敷
玉
）

		


宍
戸　
隆
義	（
小
牛
田
地
域
）

		


伊
藤　
行
記	（
田
尻
）		

		


平
地　
克
弘	（
古
川
・
荒
雄
・
敷
玉
）

		


松
村　
昭
宏	（
箟
岳
）

		


原　
　
英
博	（
南
郷
）

		


佐
藤　
宏
樹	（
宮
沢
・
清
滝
）

		


阿
部　
真
澄	（
南
郷
）

		


齋
藤　
誠
也	（
田
尻
）

		


土
生　
友
則	（
箟
岳
）

■
家
畜
課

課　
長	

村
上　
雄
二	（
松
山
）

		


伊
藤　
　
猛	（
涌
谷
西
）

		


齋
藤　
邦
芳	（
西
古
川
・
東
大
崎
）

		


加
藤　
光
城	（
大
貫
）

		


阿
住　
利
也	（
鹿
島
台
）

		


鈴
木　
　
秀	（
涌
谷
東
）

		


境
野　
政
義	（
三
本
木
）

		


橋
本　
貴
幸	（
西
古
川
・
東
大
崎
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

嶺
岸　
秀
明	（
高
倉
・
志
田
）

		


加
藤　
忠
信	（
小
牛
田
地
域
）

		


佐
々
木
純
一	（
長
岡
・
富
永
）

		


髙
橋　
良
博	（
小
牛
田
地
域
）

		


宮
嶋　
　
亮	（
涌
谷
東
）

		


熊
谷　
圭
志	（
涌
谷
西
）

		


佐
藤　
秀
俊	（
高
倉
・
志
田
）

		


手
代
木
美
穂	（
松
山
）

支
所
長	

佐
藤　
清
博	（
志
波
姫
）

■
総
務
課

課　
長	

髙
橋　
浩
治	（
鳥
矢
崎
）

		


浅
野　
和
宏	（
花
山
）

		


榊
原　
靖
視	（
志
波
姫
）

		


三
浦　
　
綾	（
瀬
峰
）

		


尾
崎　
良
介	（
下
萩
沢
・
照
越
）

		


鎌
田　
健
司	（
金
田
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

近
藤　
富
孝	（
川
北
・
大
岡
）

		


髙
橋　
克
文	（
瀬
峰
）

		


佐
藤　
利
浩	（
栗
駒
）

		


熊
谷　
裕
光	（
志
波
姫
）

		


三
浦　
幸
紀	（
萩
野
）

		


佐
々
木
貞
美	（
岩
ケ
崎
・
尾
松
）

		


菅
原　
和
斗	（
有
賀
）

		


植
村　
卓
真	（
八
沢
・
太
田
・
横
須
賀
）

■
家
畜
課

課　
長	

千
葉　
昭
市	（
宮
野
・
富
野
）

		


三
神　
利
正	（
沢
辺
）

		


加
藤　
克
哉	（
高
清
水
）

		


菅
原　
　
健	（
鶯
沢
）

		


齋
藤　
　
周	（
畑
岡
）

		


早
坂　
武
志	（
真
坂
）

		


小
野
寺
邦
博	（
文
字
）

		


髙
橋　
麻
美	（
高
清
水
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

髙
橋　
裕
治	（
姫
松
）

		


熊
谷　
　
等	（
川
南
）

		


三
塚　
幸
治	（
築
館
）

		


佐
々
木
嘉
弘	（
志
波
姫
）

		


浅
野
ゆ
か
り	（
金
成
・
津
久
毛
）

		


伊
藤
恵
利
香	（
川
北
）

		


狩
野　
颯
太	（
長
崎
）

		


村
上
日
出
夫	（
姫
松
・
尾
松
）

支
所
長	

中
村　
悦
生	（
歌
津
）

■
総
務
課

課　
長	

佐
々
木
広
悦	（
迫
）

		


佐
藤　
和
子	（
南
方
）

		


佐
藤　
明
夫	（
登
米
）

		


及
川　
高
史	（
米
山
）

		


佐
々
木
秀
樹	（
中
田
）

		


遠
藤
さ
ゆ
り	（
津
山
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

千
葉　
義
昭	（
中
田
）

課　
長	

瀬
ヶ
沼
一
久	（
豊
里
）

		


佐
藤　
伸
二	（
本
吉
）

		


櫻　
　
正
廣	（
米
山
）

		


佐
々
木
幸
夫	（
東
和
）

		


佐
藤　
　
誠	（
迫
）

		


渡
邊　
浩
一	（
本
吉
）

		


高
橋　
　
敏	（
気
仙
沼
）

		


稲
葉　
　
健	（
気
仙
沼
）

		


佐
々
木
桂
子	（
東
和
）

		


佐
々
木
賢
悦	（
気
仙
沼
）

		


高
橋　
瑠
衣	（
米
山
）

		


船
島　
　
毅	（
迫
）

		


千
葉　
　
享	（
中
田
）

■
家
畜
課

課　
長	

金　
　
和
彦	（
石
越
）

		


尾
張　
広
文	（
津
山
）

		


千
葉　
博
文	（
気
仙
沼
）

		


及
川　
愛
美	（
中
田
）

		


熊
谷　
隆
弘	（
本
吉
）

		


佐
藤　
泰
博	（
南
方
）

		


小
野　
正
喜	（
志
津
川
）

		


佐
藤　
祐
一	（
豊
里
）

		


伊
藤　
義
幸	（
迫
）

		


佐
々
木
秀
人	（
迫
）

		


千
葉　
瑛
人	（
登
米
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

杉
山　
康
成	（
志
津
川
）

		


千
葉　
　
浩	（
米
山
）

		


千
葉　
勝
彦	（
東
和
）

		


及
川　
明
弘	（
中
田
）

		


高
橋　
正
樹	（
歌
津
）

		


高
橋　
直
樹	（
南
方
）

		


木
村　
忠
靖	（
気
仙
沼
）

		


佐
藤　
樹
海	（
石
越
）

		


遠
藤　
健
太	（
志
津
川
）

支
所
長	

加
納　
憲
夫	

■
総
務
課

課　
長	

高
橋　
克
朗	（
大
谷
地
）

		


本
田　
　
勝	（
小
野
・
野
蒜
・
宮
戸
）

		


畠
山　
陽
子	（
飯
野
川
）

		


深
堀　
昌
伸	

		


石
森　
　
晃	（
北
村
）

■
農
産
園
芸
課

課　
長	

小
出　
吉
克	（
中
津
山
）

		


高
橋　
和
年	（
石
巻
）

		


推
野　
圭
司	（
矢
本
）

		


阿
部　
正
展	（
桃
生
）

		


今
野　
純
子	（
蛇
田
）

		


浅
野　
雄
至	（
二
俣
・
大
川
・
雄
勝
）

		


後
藤　
健
太	（
大
塩
）

■
家
畜
課

課　
長	

渥
美　
正
規	（
須
江
）

		


今
野　
英
治	（
広
渕
）

		


松
川
紀
美
夫	（
北
上
）

		


日
野　
慶
崇	（
稲
井
）

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

狩
野　
拓
也	（
渡
波
・
牡
鹿
・
女
川
）

		


畠
山　
　
信	（
赤
井
）

		


千
葉　
貴
俊	（
前
谷
地
）

		


木
村　
忠
敏	（
中
津
山
・
桃
生
）

		


髙
橋　
千
歳	（
鹿
又
）

参　
事	

日
下　
喜
博	

◇
監
査
室

室　
長	

鈴
木　
　
守

		


佐
々
木
麻
衣

◇
総
務
部

部　
長	

小
岩　
良
一	

次　
長	

板
橋　
英
昭	

■
総
務
課

		


千
葉　
義
則	

		


後
藤　
浩
弥	

		


高
橋　
栄
紀	

		


狩
野　
賢
治	

		


兵
藤　
静
香	

■
経
理
課

課　
長	

小
林　
繁
男	

		


八
巻　
祐
子	

		


荒
井　
功
二	

		


門
間　
範
行	

		


鈴
木　
大
輔	

		


松
村　
哲
朗	

■
企
画
情
報
課

課　
長	

安
部　
英
哉	

		


堀
川　
英
敏	

		


木
村　
弘
実	

		


後
藤　
秀
樹	

		


須
藤　
　
聡	

		


髙
橋　
澄
子	

		


細
谷　
賢
二	

		


佐
々
木　
彩	

		


加
藤　
武
男	

◇
農
産
部

部　
長	

古
内　
稔
悦	

■
農
産
課

課　
長	

高
木　
康
守	

		


宮
路　
　
弥	

		


宍
戸　
　
亮	

		


佐
藤　
啓
太	

■
果
樹
園
芸
課

課　
長	

伊
深　
安
信	

		


紺
野　
浩
一	

		


遠
藤　
雅
之	

◇
家
畜
部

部　
長	

大
石　
武
志	

■
家
畜
課

課　
長	

遠
藤　
和
浩	

		


高
橋　
孝
幸	

		


金
山
澤
幸
雄	

		


佐
々
木
亜
希
子	
		



引
地　
　
充	

		


一
條　
　
誠	

◇
建
物
農
機
具
部

部　
長	

東
海
林
政
良	

次　
長	

加
藤　
栄
徳	

■
建
物
課

		


菊
池　
章
浩	

		


早
坂　
　
貴

		


大
宮　
　
修	

■
農
機
具
課

課　
長	

佐
藤　
　
淳	

		


佐
藤　
伸
夫	

		


黒
田　
寿
隆	

所　
長	

渡
辺　
昭
夫	

■
診
療
課

課　
長	

水
沼　
敏
男	

		


河
野　
充
彦	

		


菅
原
久
美
子	

		


小
堤　
晃
博	

■
損
防
課

課　
長	

蓬
田　
信
一	

		


川
名　
晶
子	
		



大
森　
慎
一	

■
庶
務
課

		


井
上
真
奈
美	

		


金
子　
弘
美	

所　
長	

熊
谷　
　
克	

次　
長	

鈴
木　
利
行	

■
診
療
課

課　
長	

我
妻
洋
太
郎	

		


鈴
木　
龍
一	

		


金
澤　
朋
美	

		


内
海　
博
文	

		


巣
山　
由
乃	

		


張　
　
雄
貴	

		


武
蔵　
昌
文	

■
損
防
課

課　
長	

高
橋　
史
昭	

		


坂
井　
　
靖	

		


早
坂　
豊
希	

		


山
口　
　
猛	

■
庶
務
課

		


髙
橋　
芽
衣	

		


伊
勢
久
美
子		

所　
長	

佐
々
木
弘
志	

■
診
療
課

課　
長	

木
村　
喜
正	

		


八
島　
　
正	

		


加
納　
茂
太	

		


平
間　
拓
栄	

		


小
山　
真
琴	

		


篠
﨑　
春
美	

		


熊
谷　
敏
信	

■
損
防
課

課　
長	

石
川　
正
光	

		


早
坂　
久
範	

		


福
島
絵
利
子	

		


福
田　
達
也	

		


高
橋　
知
也	

■
庶
務
課

		


遠
藤　
亜
希	

		


渡
辺　
由
美	

		


菅
原　
由
紀	

所　
長	

吉
目
木
勝
策	

■
診
療
指
導
課

		


村
山　
勇
雄	

		


木
村　
有
一	

■
損
防
指
導
課

課　
長	

小
野　
秀
弥	

		


松
田　
敬
一	

		


黒
岩　
朋
子	

■
庶
務
課

課　
長	

高
橋
千
賀
子	

		


福
田　
純
子	

		


菅
野　
恵
子	

よ
ろ
し
く

　  

お
願
い
し
ま
す

宮城県農業共済組合スタート

亘
理
名
取
支
所

六
の
国
支
所

石
巻
支
所

県
南
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

家
畜
診
療
研
究
所

中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

本　
　
所

大
崎
支
所

栗
原
支
所

迫
支
所

07 和  み  2 0 1 5 .  7 和  み  2 0 1 5 .  7 06



1佐藤太郎代表理事。 2大豆「ミヤギシロメ」の播種作業に勤しむファーム
七ヶ浜のメンバー。 3復興支援で提供された防除機も大活躍。 4壊滅的な
被害を受けた揚水設備も復旧しました。 5震災後初の田植え作業。

地域農業支える柱
農事組合法人ファーム七ヶ浜（七ヶ浜町）

展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
、

目
標
と
し
て
い
た
法
人
化
を
実
現

し
ま
し
た
。

　
七
ヶ
浜
町
は
震
災
で
、
水
田
面

積
１
１
９
㌶
の
う
ち
99
㌫
に
海
水

や
瓦が

礫れ
き

な
ど
が
流
入
。
水
路
や
揚

排
水
機
場
な
ど
、
農
業
用
施
設
に

も
甚
大
な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

　
営
農
再
開
に
は
不
安
が
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
や

行
政
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
て
再

開
に
こ
ぎ
着
け
た
と
い
い
ま
す
。

佐
藤
代
表
は
「
圃
場
の
整
備
や
営

農
再
開
に
必
要
な
農
機
具
の
配
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら

に
応
え
る
の
が
我
々
の
使
命
」
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
す
。

　
町
内
の
３
割
を
カ
バ
ー

　
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
は
16
人
で
構

成
し
、
水
稲
で
は
一
部
の
構
成
員

は
自
作
す
る
も
の
の
、
大
豆
の
作

　
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
の
前
身
で
あ

る
七
ヶ
浜
生
産
組
合
は
、
大
豆
の

共
同
作
業
を
主
と
す
る
転
作
組

合
と
し
て
平
成
19
年
５
月
に
発
足
。

震
災
後
の
平
成
25
年
に
は
、
転
作

大
豆
の
営
農
再
開
を
機
に
、
水
稲

の
農
作
業
受
託
業
務
を
新
た
に

業
は
全
員
で
取
り
組
み
ま
す
。
今

年
の
営
農
計
画
で
は
、
水
稲
21
㌶

と
大
豆
11
㌶
を
作
付
。
町
内
で
作

付
可
能
な
面
積
は
１
０
０
㌶
あ

り
、
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
が
約
３
割

を
カ
バ
ー
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

導
入
し
た
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
10
㌶
の
乾
燥
調
整
能
力
が
あ

り
、
乾
燥
施
設
を
持
た
な
い
生
産

者
を
支
援
し
ま
す
。
佐
藤
代
表
は

「
今
年
も
20
㌶
が
未
作
付
け
な
の

で
、
復
旧
し
て
ぜ
ひ
全
耕
地
で
作

付
け
を
再
開
し
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
す
。

　
ま
た
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
が
進
む
中
、「
ハ
ウ
ス
の
空

い
て
い
る
期
間
に
露
地
野
菜
の
周

年
栽
培
も
手
掛
け
、
農
閑
期
の
収

入
確
保
と
、
雇
用
の
場
を
提
供
し

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
状
の
経
営
面
積
や

構
成
員
数
を
維
持
し
な
が
ら
、
野

菜
の
周
年
栽
培
な
ど
経
営
の
多
角

化
を
視
野
に
、
法
人
全
体
の
収
入

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。
佐
藤
代
表
は
「
組
織
と
し

て
計
画
的
に
積
み
立
て
な
が
ら
将

来
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
。
こ
の
取
り
組

み
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま
す
。

　
七
ヶ
浜
町
で
今
年
１
月
、
町
内
の
農
家
で
構
成
さ
れ
る
農
事
組
合
法
人

「
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
太
郎
代
表
理
事
（
67
）
は

「
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
元
気
な
姿
を
見
せ
た
い
」
と
話
し

ま
す
。
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
は
、
地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
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午
前
１１
時
の
出
荷
に
向
け
て
準
備
を
進
め

る
、
名
取
市
「
北
釜
耕
人
会
」
の
メ
ン
バ
ー
。

早
朝
に
収
穫
し
た
コ
マ
ツ
ナ
と
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
を
、
会
話
を
交
え
な
が
ら
手
際
よ
く
箱
に

詰
め
て
い
き
ま
す
。
会
長
の
櫻
井
重
夫
さ
ん

（
64
）
は
「
こ
こ
し
ば
ら
く
暑
い
日
が
続
い
て

い
た
の
で
、
今
日
は
作
業
す
る
の
に
ち
ょ
う

ど
い
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

北
釜
地
区
は
県
内
有
数
の
軟
弱
野
菜
の

産
地
で
、
櫻
井
さ
ん
と
高
梨
仁
さ
ん
（
66
）、

森
清
さ
ん
（
60
）
も
そ
れ
ぞ
れ
家
族
経
営
で

長
年
ハ
ウ
ス
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
震
災
の
津
波
で
施
設
が
全
て
流
さ
れ
、
避

難
所
暮
ら
し
が
続
く
中
、「
自
分
た
ち
も
何

か
し
な
け
れ
ば
」
と
気
の
合
う
３
人
は
営
農

再
開
を
決
意
。
平
成
23
年
５
月
に
北
釜
耕
人

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
避
難
所
近
く
の
農
地
を
借
り
、
最
初
の
課

題
と
な
っ
た
の
は
土
壌
条
件
の
違
い
。
砂
地

だ
っ
た
以
前
よ
り
も
粘
土
質
が
強
く
、
作
業

の
コ
ツ
を
つ
か
む
ま
で
に
苦
労
し
た
と
い
い

ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
や
農
協
に
相
談
し
な

が
ら
課
題
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
、
森
さ
ん

は 

「
コ
マ
ツ
ナ
の
芽
が
出
た
時
は
涙
が
出

た
」
と
当
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
下
余
田
地
区
を
中
心
に
、
ハ
ウ

ス
38
棟
で
コ
マ
ツ
ナ
３
品
種
と
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
２
品
種
を
栽
培
。仙
台
市
場
の
ほ
か
、ス
ー

パ
ー
や
地
元
小
学
校
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。　

　

復
興
事
業
が
進
み
、
北
釜
地
区
で
は
約

２
５
０
棟
の
ハ
ウ
ス
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
し
た
農
家
が
中
心
と
な
っ
て
組

織
す
る
「
名
取
市
海
岸
林
再
生
の
会
」
は
、

津
波
で
失
わ
れ
た
海
岸
林
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
10
年
間
で
50
万
本
の
ク
ロ
マ
ツ
の
育
苗

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
櫻
井
さ
ん
た
ち
も
苗

木
育
成
に
携
わ
り
、「
海
風
が
強
い
こ
の
地

域
は
、マ
ツ
が『
や
ま
せ
』か
ら
農
地
を
守
っ

て
く
れ
て
い
た
。
海
岸
林
を
次
の
世
代
へ
残

し
て
い
き
た
い
」
と
思
い
を
込
め
ま
す
。

　
「
３
軒
の
農
家
が
一
緒
に
な
っ
て
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
の
も
、
多
く
の
人
の
助
け
の
お
か

げ
」
と
耕
人
会
の
メ
ン
バ
ー
。「
課
題
は
あ

る
が
、
恩
返
し
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
か

な
い
と
」
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
ま
す
。

家
族
の
絆
結
ぶ
初
夏
の
味
覚

丹
野
　
敏
彦
さ
ん
（
登
米
市
迫
町
）

復
興
を
想
い
心
一
つ
に

北
釜
耕
人
会
（
名
取
市
）

12天に向かって伸びたソラマメが下に傾いたころが収穫の目安です。 3草地だった圃場を耕して今年
作付した畑。 4「大変だけどやりがいがある」と話す丹野さん夫妻と母・繁子さん（左）。近くに住む木村
一雄さん（右）もソラマメ栽培のベテランです。　

12コマツナを素早く刈り取る櫻井さん。 3前列左から高梨さ
ん、櫻井さん、森さん。３家族は「共同作業で結束が強まった」とい
います。 4コマツナとチンゲンサイの選別作業。

　

宮
城
県
産
の
ソ
ラ
マ
メ
は
、
父
の
日
前
後

に
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
る
た
め
、
全
国
で
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。「
塩
ゆ
で
で
食
べ
る

の
が
一
番
」
と
話
す
登
米
市
迫
町
の
丹
野
敏

彦
さ
ん
（
55
）
は
、
30
年
以
上
続
く
ソ
ラ
マ

メ
栽
培
農
家
。
妻
・
祝
子
さ
ん
（
54
）
を
は

じ
め
、
家
族
総
出
で
耕
作
面
積
20
㌃
を
経
営

し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
耕
地
は
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
３

カ
所
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て
、
10
月
中

旬
か
ら
育
て
た
苗
２
千
株
を
11
月
上
旬
に
定

植
。
通
気
性
の
高
い
不
織
布
（
パ
オ
パ
オ
）

を
か
け
て
、
春
ま
で
適
度
な
低
温
状
態
を
保

ち
ま
す
。
以
前
は
春
先
に
定
植
し
て
い
ま
し

た
が
、
丹
野
さ
ん
は
「
ソ
ラ
マ
メ
は
低
温
に

さ
ら
さ
な
い
と
花
芽
分
化
し
な
い
。
昔
と
比

べ
て
気
温
が
上
が
っ
た
影
響
な
の
か
な
」
と

説
明
し
ま
す
。

　
彼
岸
を
目
安
に
不
織
布
を
外
し
、
収
穫
ま

で
に
追
肥
と
土
寄
せ
を
し
ま
す
。
土
寄
せ
作

業
は
通
常
２
回
。
天
候
な
ど
の
影
響
で
不
十

分
の
場
合
は
、
枝
の
両
側
に
支
柱
を
立
て
て

テ
ー
プ
を
張
る
倒
伏
防
止
策
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
「
実
が
み
ず
み
ず
し
い
う
ち
が
勝
負
」
と
、

穫
れ
た
て
の
莢さ

や
を
手
に
丹
野
さ
ん
。
ソ
ラ
マ

メ
は
収
穫
期
間
が
短
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

れ
る
と
実
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
日
中
は
莢
が
乾
い
て
い
る
た
め
、

丹
野
さ
ん
た
ち
は
６
月
上
旬
か
ら
10
日
前
後

の
間
、
朝
４
時
か
ら
収
穫
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。

　
ソ
ラ
マ
メ
は
、
自
宅
前
の
作
業
場
で
サ
イ

ズ
別
に
選
別
・
箱
詰
め
し
、
真
空
予
冷
庫
を

備
え
た
農
協
へ
出
荷
し
ま
す
。
収
穫
量
は
１

日
平
均
１
８
０
㌔
。
試
験
的
に
新
品
種
の
栽

培
に
も
挑
戦
し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
も
見

せ
て
い
ま
す
。

　
管
理
の
し
や
す
さ
が
ソ
ラ
マ
メ
栽
培
の
魅

力
と
話
す
丹
野
夫
妻
の
一
番
の
楽
し
み
は
、

収
穫
期
間
が
終
わ
っ
た
後
の
家
族
旅
行
。「
収

量
確
保
や
品
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な

で
行
く
旅
行
を
楽
し
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
栽

培
を
続
け
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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水稲共済掛金の算定方法
—掛金の5割を国が負担します—

　共済掛金は、共済金額※ 1 と共済掛金率※ 2 を基に、
組合員ごとに計算されます。共済掛金から国の負担分

（5割）を差し引いた金額が組合員負担掛金となります。

※ 1 共済金額は、共済事故で損害が生じた時に組合が支払う
　　共済金の最高額です。
※ 2 共済掛金率は、過去の被害率を基礎として引受方式・補
　　償割合別に農林水産大臣が定めます。適用される率は、
　　地域ごと、組合員ごとに異なります。

　　共済掛金のほかに賦課金が加算されます。

  ＜ 10㌃当たりの共済掛金計算例＞
○基準単収 500kg、選択単当共済金額 192円
　一筆方式 7割補償の場合
　●引 受 収 量＝基準収穫量×補 償 割 合
　　  350kg　＝　500kg　×　　7 割
　●共 済 金 額＝引 受 収 量×選択単当共済金額
　　67,200円 ＝　350kg　×　　 192 円
　●共 済 掛 金＝共 済 金 額×共済掛金率
　　1,680円 ＝ 67,200円 ×　 2.5％
　●組合員負担掛金＝共 済 掛 金−国庫負担額
　　　　840円　　＝ 1,680円 −　840円

1 快適に過ごしてもらおう！

畜舎内を整理整頓していますか？	 は　い	 いいえ

扇風機は故障していませんか？	 は　い	 いいえ

扇風機の台数は大丈夫ですか？	 は　い	 いいえ

寒冷紗や遮光ネット等は壊れていませんか？	 は　い	 いいえ

畜舎屋根の散水設備は壊れていませんか？	 は　い	 いいえ

畜舎内噴霧システムの点検はしましたか？	 は　い	 いいえ

2 飲んで食べて寝てもらおう！

水圧、流水量は大丈夫ですか？	 は　い	 いいえ

ウォーターカップや水飲み場は汚れていませんか？	 は　い	 いいえ

飼槽は汚れていませんか？	 は　い	 いいえ

餌は腐敗・変敗していませんか？	 は　い	 いいえ

多回給餌をしていますか？	 は　い	 いいえ

緩衝剤（重曹など）を加えていますか？	 は　い	 いいえ

 暑熱対策で夏を乗り切ろう！
〜わが家の対策を再チェック〜

　７月に入り、本格的な夏を迎えました。暑い日が続
くと体調を崩しやすくなるのは人も牛も同じです。牛は
特に、ルーメン（第一胃）で発酵やエネルギー代謝を
盛んに行い、体内で発生した熱が外へ放散しづらい体
質をもっています。
　体温調節機能が弱まると、牛はエネルギーの発生を

抑えるために餌を食べなくなり、生産能力が弱まって
乳量が低下するだけでなく、繁殖や免疫力にも影響を
及ぼします。
　チェックリストを参考に、暑熱対策をもう一度点検し
て丈夫な牛を育て、この夏を乗り切りましょう！

県南家畜診療センター（白石市）☎0224-25-4565

県北家畜診療センター（登米市）☎0220-22-2790

中央家畜診療センター（大崎市）☎0229-28-2581

家畜診療研修所（大衡村）　　　 ☎022-345-2241

 暑熱対策のご質問、ご相談は最寄りの家畜診療センターにご連絡ください。

　
気
象
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
過
去
10

年
間
で
日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
数
は
22
個
。

そ
の
う
ち
、
８
月
と
９
月
の
上
陸
が
全
体
の

６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
９
月
は
10

年
中
７
年
で
上
陸
し
、
万
が
一
の
対
策
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
台
風
へ
の
備
え
と
し
て
、
園

芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
の
検
討
は
お
早
め
に

　
台
風
の
進
路
が
日
本
に
向
か
っ
て
い
る
場

合
は
、
台
風
が
消
滅
す
る
ま
で
園
芸
施
設
共

済
へ
の
新
規
加
入
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
加
入
を
ご
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水稲共済

園芸施設
共済

家畜共済

　
口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
指

定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り
替
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

細
目
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
水
稲
共
済
細
目
書
は
、
作
付
内
容
を
示
す

重
要
な
書
類
で
す
。

　
内
容
が
誤
っ
た
ま
ま
の
場
合
、
共
済
掛
金

に
差
額
が
生
じ
た
り
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
損
害
評
価
野
帳
が
配
付
さ
れ
な
い
な
ど
の

影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
平
成
27
年
産
水
稲
１
回
作
共
済
細
目
書
」

が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
作
付
内
容
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

火　　災

雪　　害

車両の衝突

ひょう害

航空機落下

風 水 害

破裂および爆発

地震・落雷等
自然災害

こんなときに

共済金を
お支払いします

鳥 獣 害

台
風
へ
の
備
え
は
園
芸
施
設
共
済
で

共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は

　
　
　
　
　
　
７
月
31
日（
金
）で
す

チェック項目

過去10年間の月別台風上陸数
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（個）
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遮光ネットを張るだけで大きな避熱効果
があります

ウォーターカップをきれいに保ち、たく
さん水を飲ませましょう
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二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。

ヒント▶早く来ないかなぁ
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宮城県農業共
済組合
スタート

　　　　　　地域の話題 地域農業支え
る柱

創刊号

│平成27年7
月号│NO.1

│

表紙の紹介は
10ページ

　異動連絡が正しく行われなかった場合、共済金の支
払いに大きく影響します。飼養家畜に異動があった場
合には、速やかにご連絡ください。

　現在ご加入の農機具に、買替えなどによる変更があ
れば、「入替え」の手続きを行う必要があります。職員
が型式や登録番号などの確認に伺いますので、忘れず
に最寄りの支所へご連絡ください（登録機種が違う場
合、共済金が支払われない場合があります）。

　ＮＯＳＡＩ宮城では、コンプライアンス態制の強化の
ため、共済掛金等は口座振替で納入していただくよう
お願いしております。皆さまのご理解ご協力をお願いい
たします。

　万が一事故が発生しましたら、最寄りの支所に速や
かにご連絡ください。破損部分などの写真を撮影させ
ていただきます。連絡が遅れたり、事故状況の確認が
困難になりますと、共済金が支払われない場合や損害
額の一部、または全額が免責されることもありますので
ご注意ください。

　農政ニュースや最新農業技術、地域の話題を提供す
る「みやぎ版」など、暮らしに役立つ情報が満載です。
購読料は年間 5,040円（定価）で、購読をご希望の方は、
最寄りの支所にご連絡ください。

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り

明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10
人

の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上

げ
ま
す
。

◎
〆
切
…
平
成
27
年

　
７
月
31
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に

対
す
る
ご
意
見
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便

り
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
業
で
の
悩
み
ご

と
や
旬
の
野
菜
の
活
用
法
な
ど
、

ほ
か
の
農
家
の
方
に
聞
い
て
み

た
い
こ
と
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

 
応
募
方
法

は
じ
め
ま
し
て

     

広
報
紙
「
和
み
」
で
す

連絡が必要なのは

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

52
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
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ー
8
ー
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 1

（裏面）　　　　  《記入例》  　　　（宛先面）

　
旅
行
が
趣
味
で
、
特
に
名
所
め

ぐ
り
が
好
き
で
す
。
昨
年
は
永
平

寺
に
行
っ
て
修
行
僧
と
同
じ
よ
う

な
生
活
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

規
則
正
し
い
生
活
に
、
身
も
心
も

清
め
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
は
北
海
道
に
行
き
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
た
く
さ
ん
の
人
と
付
き
合
う

こ
と
は
大
事
で
す
ね
。
人
と
の
つ

な
が
り
は
宝
物
で
す
。

▼
共
済
部
長
歴
25
年
。
現
在
、
六
の

国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
会
会
長
。

　
収
穫
の
喜
び
を
孫
た
ち
に
伝
え

た
い
と
始
め
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽

培
も
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

は
30
㌃
で
10
品
種
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
児
を
招
い
た
収
穫

体
験
も
行
い
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
栽
培

管
理
は
難
し
い
で
す
が
、
楽
し
み

な
が
ら
生
産
し
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
行
政
区
長
と
し
て
、
高

齢
化
の
進
む
地
域
の
後
継
者
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
共
済
部
長
歴
12
年
。
現
在
、
大
崎

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
会
会
長
。

大
崎
支
所

大
崎
市
田
尻

髙
橋
　
義
喜
さ
ん
（
61
）

六
の
国
支
所

大
崎
市
鳴
子
温
泉
・
上
原

髙
橋
　
公
夫
さ
ん
（
74
）

 タテのカギ
❶見ごろは夏の一年草。花言葉は「あなただけを見つめる」。
❷中央部が厚く、ふちにかけて薄くなっていく○○レンズ。
❸洋服に装飾のためにつける飾り○○○。
❹食品などを保存するために凍らせること。
❺今号が創刊号です。
❽大正末期〜昭和初期にかけて活躍した童謡詩人。金子○○○。
❿特定のものを好んでよく読むこと。
⓬神社で神職の補佐をする女性。
⓮豆類や穀類などの種子を日を当てずに発芽させたもの。
⓰内気で恥ずかしがりやである様。
⓱李白と並ぶ中国盛唐時代の代表的な詩人。「春望」などが有名。
⓳証文などにならない、言葉のうえでの約束のこと、「○○約束」。

 ヨコのカギ
❶宮城県で一番作られているうるち米の品種。
❻「奇跡の一本○○」の原木の一部が復興省の公印に。
❼意味が反対の関係になっている言葉。
❽ペパー○○○、スペア○○○。
❾湾や入り江が連なる○○○式海岸。三陸海岸が有名。
⓫国民の祝日のひとつ「○○の日」。今年は 7月20日です。
⓭縁結びや国内最大級のしめ縄が有名な、島根県の○○○大社。
⓯せきついと骨盤の連結部分で、体を曲げたりするための要部。
⓱アシカ科哺乳類。北太平洋に生息し、大きな牙をもつ。
⓲演劇で俳優が扮する人物のこと。
⓴北天の大熊座にある7 つの星。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
が
発
行
す
る
広
報
紙

の
愛
称
が
「
和な

ご
み
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
愛
称
募
集
に
、
県
内
各
地
か
ら
98
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
の
は
、
須
藤
聡
さ
ん
（
仙

台
市
）
の
作
品
で
、
商
品
券
３
万
円
分
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
こ
と
、
く
つ

ろ
い
だ
気
分
に
な
る
こ
と
を
「
和
む
」
と

い
い
、「
和
」
に
は
、
調
和
、
平
和
、
均
衡
、

争
わ
な
い
こ
と
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
「
県
内
８
支
所
が
一
つ
と
な
り
、
気
持
ち

を
穏
や
か
に
、
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
よ

り
一
層
、
組
合
員
の
農
業
経
営
を
支
え
、

信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
ほ
し
い

（
応
募
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
）。」

　
込
め
ら
れ
た
想
い
を
胸
に
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
し
て
、
充
実
し
た
紙
面
作
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　出生したとき
 ①母牛の名号・
　 個体識別番号
 ②性別
 ③生年月日

　出荷したとき
 ①出荷年月日
 ②名号
 ③個体識別番号

　導入したとき
 ①導入年月日
 ②名号
 ③性別
 ④生年月日
 ⑤個体識別番号

　死亡したとき
 ①死亡年月日
 ②名号　
 ③個体識別番号

加入している農機具に
変更はありませんか？

農機具
共済

農機具の事故連絡はお早めに

家畜の異動連絡は
お済みですか？

家畜
共済

口座振替への移行は
お済みですか？

農業共済新聞は
役立つ情報が満載
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　ぼくの家では、13年間無農薬で
お米を作っています。
　そして、ぼくのお父さんもおじい
ちゃんも、ひいおじいちゃんも剣道
をしてきました。ぼくと妹も、剣道
をがんばっています。
　勉強と剣道と遊ぶこと、全部を
がんばるのは大変です。
　だけど、ふるさとのおいしいもの
をたくさん食べてこれからも、がん
ばりたいです。

おいしいお米を食べてがんばります

絹さやとゆで卵のサラダ
ごちそう冷やっこ

＊料理紹介者　
　栗原市  佐藤　弘子さん

❶�絹さやは筋を取り除く。
❷�熱湯に塩を少々加え、絹さやをゆで上げ、冷水に移した後水気を取る。
❸�ゆで卵は殻をむいて、大き目のスプーンで切る。
❹�ボウルにマヨネーズとコンソメを入れて混ぜる。
　絹さやとゆで卵を加え、混ぜ合わせたら出来上がり。

❶�オクラはガク部分を除いて熱湯でサッとゆで、５㍉角くらいに切る。
❷�キュウリは縦半分に切って種を除き、５〜６㍉角くらいに切る。
❸�ミョウガは５㍉角くらいに切る。
❹�ショウガ、長ネギはみじん切りにする。
❺ナスは５㍉角くらいに切る（水にはさらさない）。
❻�①〜⑤の材料と塩昆布をボウルに入れる。
❼�だし汁、しょうゆで味を調え、豆腐に適量をのせたら出来上がり。

絹さや	 24〜40枚
ゆで卵	 ４個
コンソメ（顆粒）	小さじ1/4
マヨネーズ	 3/4カップ

オクラ	 ６本
キュウリ	 １本
ナス	 １本
ミョウガ	 ２本
ショウガ	 10㌘
長ネギ	 10㌢
塩昆布	 10㌘
だし汁	 大さじ２
しょうゆ	 大さじ２
絹ごし豆腐	 適量

材 料 （ ４ 人 分 ）

材 料 （作りやすい分量）

作 り 方

作 り 方

◉絹さやとゆで卵のサラダ

◉ごちそう冷やっこ

ナスは色が変わりや
すいので、切る順番
は最後にするとよい
です。季節の野菜を
使い、豆腐だけでな
くそうめんの具など
にもよく合います。

石巻市立北村小学校

４年 遠藤　則
の り

晴
は る

さん

２年 　　　夏
か

穂
ほ

さん

  父 　則  靖さん
  母 　優  子さん
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平
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〒
980 -0011 宮

城
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仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　

FA
X 022 -262 -6406　

U
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w
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iyagi.or.jp/　
 印

刷
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社

角田市

吉田　智子さん

　高校を卒業後、白石市内の福祉施設で勤務していま
す。看護師だった母の影響で、人の手助けができる職
業に就きたいと思い、この仕事を選びました。
　趣味は野球観戦です。地元球団楽天イーグルスの
ファンで、休日には球場へ応援に足を運んだりもして
います。祖父の付き添いで球場に行ったのがきっかけ
ですが、今では私が一番夢中になっています。

野球観戦が好きです


